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PolygIyeoJie aeid shccトFibrin glue（PGA－FG）を用いた群rPGA－FG群）、Gclatin
Sponge（GS）を用いた群（GS群）、開放創のままのControI群で組織学的に比較検討した。
1）GS群、PGA－FG群、ColltrOl群の順で、創部が縮小し、治癒が速かった。
2）術後2週の組織像において、PGA－FG群とGS群で血餅が認められた。しかし、ControJ
群では血餅が認められず、創の治癒機転が破綻していた。
3）術後4週の組織像では、PGA－FG群でPGAが残存し、骨芽細胞が認められなかった。
GS群ではGSは全て吸収され骨芽細胞が出現していたゥPGAは長期残存により骨芽細
胞の出現を阻害すると考えられた。
4）術後6週の組織像において、PGA群では異物反応と少量の骨芽細胞が認められた。
GS群では毛包を含む完全な上皮化が認められ、密な骨芽細胞が出現していた。
本論文は、骨面露出部における創部被覆材の比較から、PGA－FGは長期残存により骨芽
細胞の出現を阻害するが、GSは早期に吸収されより速い治癒につながる、という新たな
知見を与えたものであり、また最終試験として論文内容に関連した試問を実施したところ
合格と判断されたので博士（医学）の学位論文に値するものと認められた。
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